
工事される方へ
	●この設置説明書は、取扱説明書とともに必ずお客様に
お渡しください。
	●設置工事完了後は必ず試運転を行い、異常がないこと
を確認するとともに、お客様へ正しい使い方を説明し
てください。
	●本体設置時に、トッププレートを分解しないでください。
	●キャビネットの下部にオーブンレンジを設置しないで
ください。

	●ガス機器から付け替える場合は、事前にガス事業者へ
連絡してください。
（	ガス設備を無断で撤去することは法律で禁じられて
います。また、閉栓は必ずガス事業者へ依頼してく
ださい。）
	●設置説明書にしたがわなかったために生じた故障・事
故などについては責任を負いかねます。
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安全上の注意
本製品を設置する前にこの設置説明書をよくお読みになり、正しく設置してください。
人への危害や、財産への損害を未然に防止するため、必ず守る必要があることを説明しています。

図記号の意味

注意を促す記号です。 禁止を示す記号です。 必ず行うことを示す記号です。

 警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
おそれがある内容を示しています。

.●電気配線工事は、関連する法令・規則
などにしたがって、必ず「法的有資格
者」が行う
資格を持たない方の工事は、法律で禁止さ
れています。

.●交流100V・15A以上のコンセントを
単独で使う
配線部が異常発熱するおそれがあり、火
災・感電の原因になります。

.●電源プラグの刃は、ほこりを拭き取り、
コンセントに根元まで差し込む
ほこりが付いていたり、接続が不完全だ
と、火災の原因になります。

ぬれ手禁止

.●ぬれた手で電源プラグの抜き差しをし
ない
感電・やけど・けがの原因になります。

.●電源コードを傷つけない
傷つける、加工する、無理に曲げる、引っ
張る、ねじる、重いものを載せる、挟み込
むなどしないでください。
電源コードが破損し、火災・感電の原因に
なります。

.●電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差し込みがゆるいときは
使わない
ショートによる火災・感電の原因になりま
す。電源コードが破損したときは、修理専
用コールへお問い合わせください。

.●電源の接続は、電源プラグを分解して
直結しない
火災・感電の原因になります。

水ぬれ禁止

.●電源プラグを、水につけたり、水をか
けたりしない
火災・感電の原因になります。

分解禁止

.●分解・修理・改造をしない
火災・感電・けがの原因になります。修理
技術者以外の方が修理を行うことは危険
です。
修理については、お買い上げの販売店また
は修理専用コールにご相談ください。

.●火災予防条例にもとづき、可燃物との
離隔距離を必ず守る
火災の原因になります。

.●トッププレートに衝撃を加えない

.●上に乗ったり、物を落としたりしない

.●トッププレートを傷つける物を置かな
い
破損すると、火災・感電・けがの原因にな
ります。
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付属品
最初に、付属品がそろっていることを確認してください。
万一足りないものがある場合は、アイリスコール（裏表紙）へご連絡ください。

固定金具×2 蝶ボルト×2

 注意 誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、財産の損害が
発生するおそれがある内容を示しています。

.●設置は、製品の重量に十分耐える場所
に、確実に行う
調理器具や調理物も含んだ重量に耐える
ようにしてください。耐荷重が不足してい
たり、取り付けが不完全だと、事故の原因
になります。

.●水平に設置する
傾いていると、なべが滑り落ち、火災やや
けどの原因になります。

.●試運転中は、トッププレートなどの高
温部に触れない
やけどの原因になります。

設置上の注意
.●製品近傍のシステムキッチンの材料は、95℃以上に
耐えるものを使用する
設置場所付近の、変形・変色の原因になります。

.●ワークトップは耐熱材料を使用する
メラミン化粧板（JIS	K	6903）と同等以上のものを
使用してください。

.● IHクッキングヒーターの金属部と建物の壁中の金属
部（ラスメタルなど）が、システムキッチンを通し
て導通しないようにする
IHクッキングヒーターの金属部とシステムキッチン
の金属部が触れないようにするか、システムキッチ
ンの金属部が建物の壁中の金属部に触れないように
してください。
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設置場所について
 ■製品寸法図
平面図

正面図

側面図 （単位：mm）
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 ■本体取付穴（開口寸法）
•	下記2種類に対応します。

フルフラット設置しない場合

フルフラット設置する場合

321

取付穴

4-R6～25

＋2
0

35
4
＋
2 0

321

取付穴

4-R
4以
下

＋2
0

37
2
＋
2 0

339＋20

35
4
＋
2 0

ワークトップ

（
7）

6～
30

ワークトップ

7
13
～
30

（9）

37
7以
上

37
7以
上

 ■システムキッチンへ組み込む
場合
•	本体底面の冷却ファン吸気口に外気を取り入れる
ため、完全密閉は避け、下記の開口面積を確保し
てください。

扉タイプキッチンの場合
100cm2以上開口する
（例：50cm×0.5cm×4辺）

0.5cm50
cm

扉

50cm

扉

仕切り板がある場合
仕切板にも100cm2以上の開口を設ける

100cm2以上
の開口

吸気口

10cm以上
5cm以上

•	側面・底面がふさがれるようなテーブルなどに落
とし込む場合も、100cm2以上の開口を設けてく
ださい。
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設置場所について　つづき

冷蔵庫タイプキッチンの場合

冷蔵庫

①①

②

①寸法 1cm

②寸法 1cm

本体底面と冷蔵庫上面との寸法 10cm

 ■ワークトップについて
•	十分な強度のワークトップを使用してください。

薄板の場合
•	薄板で打ち抜き穴の場合は、裏打ちなどで補強し
てください。

35mm以下

ワークトップ

補強

10mm以上

フラッシュ構造（中空構造）の場合
•	フラッシュ構造（中空構造）の場合は、本体を受
ける位置に芯材がくるようにしてください。

20mm以上 20mm以上

芯材
35mm以下

木材などの場合
•	板厚35mm以下のものを使用してください。
•	35mmを超える場合は、取り付け穴の周囲を
35mm以下に加工してください。

5～35mm

25mm以上
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設置
•	火災予防条例、電気設備に関する技術基準を定める省
令第59条に従って設置してください。

 ■壁・天井からの距離
周囲が可燃性の場合（防火構造壁以外のとき）
※	（　）内は不燃性の壁または防熱板を設置した場合
※	防熱板を設けたとき、機器周囲の木壁温度が室温
35℃の時100℃を超えない断熱性があることを確
認してください。

可燃性の天井など

可燃性の壁可燃性の壁
可燃性の壁可燃性の壁

（消防法 基準適合 “組込形”）

ヒーターから
後方10cm以上

（本体から0cm以上）

ヒーターから
左右10cm以上

（本体から0cm以上）

100cm以上
（80cm以上）

可燃性の壁から上記の距離を離せない場合
•	市販の防熱板を取り付けてください。

1cm以上

1c
m
以
上

3
0
cm
以
上

防熱板

可
燃
性
の
壁

可
燃
性
の
壁

※	本体の側面に取り付ける場合も上記と同じ距離を
設けてください。

.●製品の金属部がキッチンの金属部に接触する場合は、
建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とキッチンの
金属部が接触しないようにしてください。

 ■電気工事
専用回路の設置
•	電源に、単相100V・15Aの、ブレーカー付き専
用回路を設置してください。

コンセントの設置
•	単相100V用（定格125V・15A）のコンセントを
設置してください。

コンセント形状 推奨コンセント
パナソニック
　WKS111（露出型）
　WN1001（埋込型）

※	電源コードがよじれたり、負担がかからないよう
に、コンセントの向きに注意してください。

 ■組み込み

	 電源プラグをコンセントに差し込む
•	ワークトップや本体に傷が付かないように、ダン
ボールなどを敷いて作業してください。

ダンボールなど

	 本体ユニットをまっすぐにおろし、取り付
け穴にはめ込む
•	電源コードに傷を付けないようにご注意ください。
※	トッププレート下側のパッキンがめくれたり、は
み出したりしないように注意してください。

※	トッププレートが浮き上がっていない（すき間が
ない）ことを確認してください。

※	ワークトップのそりなどが原因ですき間ができる
場合は、防水テープなどでふさいでください。

本体の前部がワークトップの膨
らみに乗り上げないよう、フラッ
ト面にセットしてください。
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設置　つづき

	 本体の位置を調整する
•	本体位置を調整する場合、本体を引きずらずに、
持ち上げて位置を調整してください。持ち上げな
いで本体位置をずらすと、トッププレート下側の
パッキンが、はみ出たり、破損したりします。

	 固定用金具のねじを締めて固定する
•	ワークトップの厚みは6～ 30mmとし、6mm未満
の場合は当て木を添えてください。

※	締め付けトルクは40～ 50N・cｍにしてください。
•	付属の金具を使用して固定します。
①	蝶ボルトを固定金具に軽くねじ込む
②	左右どちらかの固定金具用穴に、固定金具を取り
付ける

③	蝶ボルトを締めて、固定する
固定金具用穴
（左または右）

固定金具

蝶ボルト

トッププレート

ワークトップ

 ■フルフラット設置の防水処理
①ワークトップとトッププレートにマスキングテー
プを貼ります。

※	マスキングテープは、粘着力の弱いものを使用し
てください。コーナー部は、角に合わせてカット
してください。

②ワークトップとトッププレートとのすき間にシリ
コンを流し込むように塗布します。

　余分なシリコンはふき取ってください。
※	シリコンを塗布する部分のごみや汚れは、取り除
いておいてください。

※	推奨シリコン：信越化学工業製KE45または同等品。
③約30分後程度でマスキングテープをはがします。
④約1日、ワークトップを水平に放置してシリコンを
硬化させてください。

※	立てたり、横向き、裏返しにはしないでください。
※	ごみ、ほこりがシリコンに付着しないよう保護し
てください。

マスキングテープ
トッププレート

ワークトップ

本体

シリコン

ワークトップ トップ
プレート

マスキングテープ
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 ■設置後の確認
設置が完了したら、各項目を確認してチェックを入れ、この設置説明書をお客様に渡してください。

確 認 項 目 チェック

取り付け
梱包材が付いてないことを確認しました。
傷・汚れがないことを確認しました。
トッププレートがしっかり固定され、ワークトップとの間にすき間がないことを確認しました。

電気工事
電源は、単相100Vになっていることを確認しました。
（電源電圧が合っていないと、電源を入れたときに「E03」または「E04」が点滅します。）
電源は、ブレーカー付き専用回路にしました。

試 運 転

①水を入れたIH対応なべをヒーター中央に置く
②電源を入れる（電源ボタン長押し）
③加熱ボタンを押す
（なべを載せないで加熱すると、「E01」が点滅します。）
※確認後は、必ず電源を切ってください。

確認日：　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

確認者：

工事（施工）会社名：

問い合わせ先　電話番号：



◆MEMO◆



◆MEMO◆
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